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Oracleホワイト・ペーパー — Oracle Traffic Director向けディザスタ・リカバリ・ソリューション 

概要 

大量のトランザクション、統合、管理機能の簡素化をサポートする、Oracleエンジニアド・システムの登場
により、企業は、そのビジネス価値を大きく発展させました。主要なエンジニアド・システムの1つに
Oracle Exalogic Elastic Cloudがあります。これは、パッケージ・アプリケーションやカスタム・アプリケー
ションのパフォーマンスに飛躍的な進歩をもたらしたものとして広く知られています。Oracle Exalogic 
Elastic Cloud上で動作する複合分散アプリケーションの応答性は、おもに次の2つの要素により、今日のデー
タセンターで使用される一般的なサーバーの能力を超えています。 

• Exalogic Elastic Cloudハードウェア：オラクルが開発したこの高パフォーマンスのハードウェア・
システムは、Oracle Exabusと呼ばれる、Oracle Quad Data Rate（Oracle QDR）InfiniBandをベースと
する高パフォーマンスのI/Oサブシステムを使用して、ストレージ・リソースとコンピューティン
グ・リソースを統合します。 

• Exalogic Elastic Cloudソフトウェア：このOracle Exalogicソフトウェア、デバイス・ドライバ、およ
びファームウェアの中核的なパッケージは、Oracle LinuxおよびOracle Solarisと事前に統合されてお
り、Exalogicの優れたパフォーマンス、Infrastructure as a Service（IaaS）機能、サーバーとネット
ワークの仮想化、およびストレージとクラウドの管理機能を実現します。 

このExalogic Elastic Cloudソフトウェアの重要なコンポーネントの1つが、組込みアプリケーション・デリバ
リ・コントローラ（ADC、ソフトウェア・ロードバランサとしても定義される）のOracle Traffic Directorで
す。Oracle Traffic Directorは、信頼性の高い、スケーラブルな高速レイヤー7ソフトウェア・ロードバランサ
です。 

本書では、Oracle Maximum Availability Architecture（Oracle MAA）の原則に基づいたOracle Traffic Director
向 け の デ ィ ザ ス タ ・ リ カ バ リ ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン に つ い て 説 明 し ま す 。 Oracle Maximum Availability 
Architecture [1]は、オラクルの高可用性テクノロジーを導入するためのベスト・プラクティス構想です。 

Oracle Traffic Directorは、Exalogicデプロイメントに含まれるアプリケーション・サーバーとWebサーバーへ
のすべてのHTTP、HTTPS、およびTCPトラフィックのエントリ・ポイントとして機能するだけでなく、指定
されたロードバランシング方式に基づいてリクエストを分散させ、指定されたルールに基づいてリクエスト
をルーティングし、頻繁にアクセスされるデータをキャッシングし、トラフィックの優先順位を決定し、
サービス品質を制御します。Oracle Traffic Directorを使用すると、WebLogic T3プロトコルによってJavaクラ
イアントから送信される初期コンテキスト・リクエストを分散させることもできます。 
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高パフォーマンス、柔軟なルーティング、ロード制御、およびサービス品質などの機能に加えて、Oracle 
Traffic Directorは、バックエンドのヘルス・チェック、ロードバランシングのためのフェイルオーバー、動
的再構成など必須の高可用性機能を多数提供します。 

高可用性機能が一般にローカル障害（アプリケーション障害や、システムレベルの問題など）からOracle 
Traffic Directorデプロイメントを保護するのに対して、Oracle Traffic Director向けの障害耐久力ソリューショ
ンは、より大規模な障害（壊滅的なデータセンター障害など）に対する保護を提供します。最大限の可用性
を実現するには、サイトが停止しても、さまざまなエンタープライズ・アプリケーションをホストするWeb
サーバー、アプリケーション・サーバー、またはLightweight Directory Application Protocol（LDAP）サー
バーといった各種のオリジン・サーバーにトラフィックをルーティングするロードバランシングWeb層が停
止しないようにする必要があります。 

本書では、地理的に分散する複数のサイトにわたってOracle Traffic Directorを保護するための次の2つの異な
るオプションに重点が置かれています。 

• アクティブ-パッシブ・モード：この保護ソリューションには、プライマリ・サイトとは地理的に異
なる場所でのスタンバイ・サイトのセットアップが含まれます。スタンバイ・サイトに含まれるリ
ソースはプライマリ・サイトと同等か、少ない場合があります。インストール・バイナリ、構成、お
よびセキュリティ・データが、定期的または継続的にスタンバイ・サイトにレプリケートされます。
スタンバイ・サイトは通常、パッシブ・モードになっており、計画的であれ計画外であれプライマ
リ・サイトが停止すると起動されます。 

• アクティブ-アクティブ・モード：この保護ソリューションには、それぞれにOracle Traffic Directorが
実装され、個別のインストール・バイナリを持ち、両サイト間で同期するOracle Traffic Directorイン
スタンス・ホームを保持する各サイトのセットアップが含まれます。ただし、外部クライアントから
のトラフィックは常に1つのサイトにのみルーティングされます。 
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対象読者 

本書は、Oracle Fusion Middleware管理者およびWebアプリケーション管理者を対象としています。また、
読者がOracle Exalogic Elastic Cloud、Oracle Fusion Middlewareコンポーネント、ストレージ・レプリケー
ション技術、Oracle Enterprise Manager、Oracle Site Guardに精通していることを前提としています。詳し
くは、「参考資料」セクションに示したドキュメントを参照してください。 
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はじめに 

Exalogic Elastic Cloudソフトウェアの主要コンポーネントの1つであるOracle Traffic Directorは、ハードウェ
アレベルでアプリケーションを高速化します（SSL暗号化を含む）。Oracle Traffic Directorは、コンポーネン
トをExabusファブリックに接続して、組込みロードバランシングによるフォルト・トレランスを支援します。
Exalogicシステム上のトラフィック量が変化する場合は、必要なアプリケーション・コンピューティング・
リソースに合わせてOracle Traffic Directorの規模を変更できます。Oracle Traffic Directorを使用することによ
り、企業のアプリケーション管理者は、アプリケーションのサービス・レベルの構築や、アプリケーション
対して送受信されるトラフィックの共有を実現できます。管理者は、他のIT構成要素との調整なしに、異な
るワークロードのサービス・レベルを設定したり、ルールを動的に変更したりすることができます。Oracle 
Traffic Directorは組込み型なので、個別のソフトウェアベースのADCは不要です。 

エンタープライズ環境への導入では、高パフォーマンスのOracle Exalogicプラットフォーム上で動作する
Oracle Traffic Directorの主要な機能を存分に活用できます。Oracle Traffic Directorは、Oracle Exabus I/Oサブ
システムと完全に統合され、非常に高いスループットと短い待機時間の両方のアプリケーション・トラ
フィック・ワークロードをサポートできます。エンタープライズ・アーキテクチャ内でOracle Traffic 
Directorを使用することにより、変動するアプリケーション・トラフィックの量に容易にそして動的に対応
できます。Oracle Traffic Directorは、リクエストをバックエンド・サーバーに分散する場合やレスポンスを
クライアントに転送する場合に複数の宣言的なルールを適用するように簡単に構成できます。Oracle Traffic 
Directorは、外部クライアント・ネットワークからのインバウンド・トラフィックのルーティングに限定さ
れません。同じInfiniBandファブリック上で動作するプロセス間のトラフィックのルーティングにも使用で
きます。さまざまなOracle SOA Suiteコンポーネント間のサービス・コールのような内部トラフィックは、IB
ファブリックを常に使用します。さまざまなデプロイメントの可用性を最大にするには、Oracle Traffic 
Directorのアクティブ-パッシブ・フェイルオーバーやアクティブ-アクティブ・フェイルオーバーなどの高可
用性機能を使用すると実現できます。 

本書の目的は、以下の情報を提供することです。 

• ディザスタ･リカバリ・デプロイメント・オプション 

• 構成のフローと手順 

• ディザスタ・リカバリ操作 
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本書では、Oracle HTTP Serverインスタンスをオリジン・サーバーとするOracle Traffic Directorのディザス
タ・リカバリ・シナリオについて説明します。ただし、ここで説明する概念は、オラクルがサポートしてい
る以下のような他のデプロイメントで使用する場合にも適用できます。 

• 各サイトでアクティブ-アクティブ高可用性モードで展開されたOracle Traffic Director 

• Oracle Traffic Directorセットアップのオリジン・サーバーとして機能するOracle WebLogic Serverイン
スタンス 

• Remote Intradoc Client（RIDC）ソケットベース・プロトコルのようなTCPベースのプロトコルを介し
てリスニングする、Oracle WebCenter ContentなどのOracle Fusion Middleware製品サービス 

• Oracle Internet DirectoryのようなLDAP認証プロバイダを介してリスニングする、Oracle Identity 
Managementスイート・サービス 

本書では、Oracle Traffic Directorセットアップに使用されるExalogicコンピュート・ノードまたはExalogic 
Control vServer、スイッチ、ストレージ・アプライアンス、およびゲストvServersのディザスタ・リカバリ
手順については説明しません。 

また、本書では、Exalogicインフラストラクチャ・コンポーネントの構成のディザスタ・リカバリ手順や、
Oracle Traffic Directorインスタンスがインストールされる仮想マシンの作成に使用されるクラウド・インフ
ラストラクチャの管理コンポーネント（Exalogic Control Stack）のバックアップ/リストア手順についても説
明しません。本書に記載されないこれらのコンポーネントのバックアップ/リカバリ手順については、ホワ
イト・ペーパー『Oracle Exalogicのバックアップとリカバリのベスト・プラクティス』を参照してください。 

本書では、OTDをOracle Traffic Directorの略語として使用します。 
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Oracle Traffic Directorデプロイメントの概要 

ユーザーの要件に応じて、また本番品質保証契約（SLA）を維持するために、Oracle Traffic Directorは、開発
またはテスト・セットアップ用の単一インスタンス、高可用性デプロイメント用のアクティブ-アクティブま
たはアクティブ-パッシブ・モード、プライマリ本番サイトを保護するためのディザスタ・リカバリ・モード
など、異なるモードで展開できます。一般的なOracle Traffic Directorデプロイメントは、次のコンポーネン
トで構成されます。 

• 管理サーバー：OTD構成の作成、管理ノード上へのインスタンスとしてのデプロイ、およびインスタ
ンスの管理に使用できるユーザー・インタフェース（管理コンソールおよびコマンドライン・インタ
フェース）をホストするために特に構成されたOracle Traffic Directorインスタンスです。Oracle 
Traffic Director管理サーバーは、製品のインストール時に自動的に作成されないため、管理サー
バー・ノードへのインストール後に作成する必要があります。 

• 管理ノード：Oracle Traffic Directorインスタンスがデプロイされる物理ホストです。管理ノードには
特定の構成のインスタンスを1つだけ作成できることに注意してください。 

• Oracle Traffic Director構成：Oracle Traffic Directorインスタンスの実行時の動作を決定する一連の構
成可能な要素（メタデータ）です。一般的なOTD構成には、リクエスト、およびリクエストの送信先
となるバックエンド内のサーバーについての情報をOTDがリスニングするリスナーの定義（IPアドレ
スとポートの組合せ）が含まれます。OTDは、Oracle Traffic Directorインスタンスの起動時およびク
ライアント・リクエストの処理中に構成を読み取ります。Oracle Traffic Directorインスタンスのすべ
ての構成可能な要素は、構成（OTD INSTANCE_HOMEの下の構成ストア・ディレクトリに作成される
一連のファイル）として格納されます。 

• Oracle Traffic Directorインスタンス：Oracle Traffic Director構成からインスタンス化され、管理ノー
ドまたは管理サーバーにデプロイされるサーバー・プロセスです。 
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• Oracle Traffic Directorフェイルオーバー・グループ：1つまたは2つの仮想IP（VIP）アドレスを使用
し、2つのOTDインスタンスを組み合わせることにより、OTDインスタンスの高可用性を確保します。 

高可用性を提供するために2つのOTDインスタンスが仮想IPアドレス（VIP）によってグループ化されると、
それらはアクティブ-パッシブ・モードになります。リクエストはVIPで受信され、プライマリ・インスタン
スに指定されているOTDインスタンスにルーティングされます。プライマリ・インスタンスにアクセスでき
ない場合、リクエストはバックアップ・インスタンスにルーティングされます。 

アクティブ-アクティブ・フェイルオーバー・モードの場合、2つのフェイルオーバー・グループが必要とな
り、それぞれ一意のVIPを持ちますが、プライマリ・ロールとバックアップ・ロールが逆となって、両方と
も同じノードで構成されます。フェイルオーバー・グループ内の各インスタンスは、一方のVIPのプライマ
リ・インスタンスともう一方のVIPのバックアップ・インスタンスに指定されます。 
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デプロイメント・シナリオ -- 単一サイト 

単一サイトのデプロイメント・シナリオには、シングル・インスタンス・モードと高可用性モードのOracle 
Traffic Directorセットアップが含まれます。 

シングル・インスタンス・モード 

このもっとも単純な実装では、クライアントのリクエストをバックエンドのサーバーのプールに分散させる
専用コンピュート・ノード上で動作する単一のOracle Traffic Directorインスタンスを持つことができます。
ただし、このトポロジでは、Oracle Traffic Directorインスタンスがシングル・ポイント障害になります。デ
プロイメントおよびテスト環境であれば、そのようなシングル・インスタンス・モード・セットアップを持
つことも可能です。 

 

図1-1：Oracle Traffic Directorネットワーク・トポロジ：単一サイト（シングル・インスタンス・モード） 
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高可用性モード 

Oracle Traffic Directorインスタンスが動作するノードがトポロジ内のシングル・ポイント障害とならないよ
うに、また、エンタープライズ・アプリケーションおよびサービス用の高可用性トラフィック・ルーティン
グおよびロードバランシング・サービスを確立するために、2つのOracle Traffic Directorインスタンスを構成
して、アクティブ-アクティブ・フェイルオーバーまたはアクティブ-パッシブ・フェイルオーバーを提供で
きます。Oracle Traffic Directorインスタンスの高可用性は、2つのOracle Traffic Directorインスタンスを、1つ
または2つの仮想IP（VIP）アドレスで表されるフェイルオーバー・グループ内で組み合わせることにより実
現されます。 

 

図1-2：Oracle Traffic Directorネットワーク・トポロジ：単一サイト（高可用性モード） 
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フェイルオーバー・グループは、次の高可用性モードで機能するように構成できます。 

• アクティブ-パッシブ：このモードでは、単一のVIPアドレスが使用されます。フェイルオーバー・グ
ループ内の1つのインスタンスが、プライマリ・ノードに指定されます。プライマリ・ノードに障害
が発生すると、リクエストが同じVIPによって別のインスタンスにルーティングされます。 

• アクティブ-アクティブ：このモードには、2つのVIPアドレスが必要です。フェイルオーバー・グ
ループ内の各インスタンスは、一方のVIPアドレスのプライマリ・インスタンスともう一方のVIPアド
レスのバックアップ・インスタンスに指定されます。両方のインスタンスは、アクティブ-パッシ
ブ・モードの場合の1つのVIPの代わりに2つの異なるVIPアドレスによってリクエストを同時に受信し
ます。このモードは、おもに、単一のロードバランサの仮想IPをフロントエンドに持つ2つのフェイ
ルオーバー・グループのVIP間のエンドユーザー・アクセス・トラフィックをロードバランシングす
るために使用されます。 

 

図1-3：Oracle Traffic Director高可用性モード 

Oracle Traffic Directorの高可用性の構成について詳しくは、『Oracle Traffic Director管理者ガイド』の「高可
用性を提供するためのOracle Traffic Directorの構成」の章を参照してください。 

本書では、ディザスタ・リカバリ・ソリューションとその手順の説明に重点を置いているため、高可用性
モードでのOracle Traffic Directorの機能については詳しく説明しません。本書で説明するソリューションは、
シングル・インスタンス・モード、アクティブ-パッシブ・モード、アクティブ-アクティブ・モードに適用
できます。ただし、ディザスタ・リカバリ操作およびテストは、両方のサイトにおいてOracle Traffic 
Directorインスタンスがアクティブ-パッシブ・モードで構成されたデプロイメントで実行されました。 

11 

http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/ha.htm%23solGEETC
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/ha.htm%23solGEETC


Oracleホワイト・ペーパー — Oracle Traffic Director向けディザスタ・リカバリ・ソリューション 

デプロイメント・シナリオ -- ディザスタ・リカバリ・セット

アップ 

特定のデータセンターにおけるOracle Traffic Directorインスタンスの高可用性は、1つまたは2つの仮想IP
（VIP）アドレスによって表わされるフェイルオーバー・グループ内の2つのOTDインスタンスを組み合わせ

ることによって確保されますが、サイトでのOTDデプロイメントの保護は、スタンバイ・サイトに同等の
OTDデプロイメントを用意することによって実現されます。リカバリ・サイトは、プライマリ・サイトで何
らかの障害が発生するとアクティブになります。 

本書では、OTDセットアップ用のディザスタ・リカバリ・オプションについてのみ説明し、このセットアッ
プで使用されるオリジン・サーバー（Oracle HTTP Serverなど）用のディザスタ・リカバリ・オプションに
ついては説明しません。ただし、完全なサイト（OTDとオリジン・サーバーで構成される）のリカバリのた
めには、オリジン・サーバーのディザスタ・リカバリも構成する必要があります。 

Oracle Traffic Directorの2つのもっとも実現性の高いディザスタ・リカバリ・シナリオは、次のとおりです。 

• ZFSストレージ・レプリケーションベースのスタンバイ 

• OTDインスタンス同期化ベースのスタンバイ 

これらの検証済みのディザスタ・リカバリ・シナリオ用の各サイトでのトポロジは、OTD管理ノード1と
OTD管理ノード2の2つのOracle Traffic Directorインスタンスで構成されます。これらの2つの管理ノードは、
アクティブ-パッシブ・フェイルオーバー・ペアとなり、クライアント・リクエスト用の単一の仮想IPアド
レスを提供します。 

Oracle Traffic Directorの各ディザスタ・リカバリ・シナリオの具体的な詳細については、後で説明します。 

このアクティブ-パッシブ高可用性モードでは、フェイルオーバー・グループ内の一方のノードが常に冗長
ノードになります。各インスタンスは、1つの仮想IPアドレスで受信されるリクエストに対処し、もう一方の
インスタンスをバックアップします。アクティブ・インスタンス（この例ではOTD管理ノード1）は、リク
エストを受信すると、そのリクエストを送信するサーバー・プールを決定し、そのプールについて定義され
ているロード分散方法に基づいてプール内のいずれかのサーバーにリクエストを転送します。 
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本書の演習用に、次の2つの対称サイトが構築されました。 

• OTD_Aと呼ばれるプライマリ・データセンター 

• OTD_Bと呼ばれるスタンバイ・データセンター 

各サイトのトポロジでは、2つのOracle HTTP Serverインスタンスがバックエンドのオリジン・サーバーの
プールとして構成されます。本書の演習では実行されませんでしたが、一般にOracle Traffic Directorは、
Oracle WebLogic ServerインスタンスまたはLDAPサーバーを含む複数のサーバー・プール内のサーバーにリ
クエストをルーティングするように構成することも可能です。 

両方のサイトで、Oracle Traffic DirectorとOracle HTTP Serverのホストが、Oracle Exalogicマシンにホストさ
れているVirtual Data Center（vDC）からvServerとしてプロビジョニングされます。各vServerが、次のネッ
トワークのインタフェースを備えています。 

• データセンター接続に使用する、パブリック（Ethernet-over-InfiniBand）ネットワーク 

• ExalogicマシンにホストされているvServer間の通信に使用する、プライベート（InfiniBandベース）
ネットワーク 

• ExalogicマシンのSun ZFS Storage Applianceへのアクセスに使用する、プライベート（InfiniBandベー
ス）ネットワーク（Exalogic仮想環境では「IPoIB-vserver-shared-storageネットワーク」と呼ばれる） 
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OTD_Aサイトがプライマリ・サイトとして作動する場合は、次のトポロジが使用されます。 

 

図1-4：Oracle Traffic Directorネットワーク・トポロジ：OTD_Aがプライマリ・サイトとして動作 
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OTD_Bサイトがプライマリ・サイトとして作動する場合は、次のトポロジが使用されます。 

 

図1-5：Oracle Traffic Directorネットワーク・トポロジ：OTD_Bがプライマリ・サイトとして動作 
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ハードウェアの詳細 

プライマリ・サイト（OTD_A）のホスト 

ホスト名* EoIBのIP（パブリック） IPoIB（プライベート） コメント 

vm-otd-admin-a 10.133.235.20 192.158.1.40 OTD管理サーバー 

vm-otd-1a 10.133.235.21 192.158.1.41 OTD管理ノード1 

vm-otd-2a 10.133.235.22 192.158.1.42 OTD管理ノード2 

vm-ohs-1a 10.133.235.23 192.158.1.43 OHSノード1 

vm-ohs-2a 10.133.235.24 192.158.1.44 OHSノード2 

 

スタンバイ・サイト（OTD_B）のホスト 

ホスト名* EoIBのIP（パブリック） IPoIB（プライベート） コメント 

vm-otd-admin-b 10.143.245.30 192.168.2.50 OTD管理サーバー 

vm-otd-1b 10.143.245.31 192.168.2.51  OTD管理ノード1 

vm-otd-2b 10.143.245.32 192.168.2.52 OTD管理ノード2 

vm-ohs-1b 10.143.245.33 192.168.2.53 OHSノード1 

vm-ohs-2b 10.143.245.34 192.168.2.54 OHSノード2 

 

プライマリ・サイト（OTD_A）のストレージ・アプライアンス 

ホスト名* Net0（IGB0）のIP IPoIB-vserver-shared-storageのIP コメント 

el-prim-sn01 10.133.41.80 
172.47.1.1 

アクティブ・ストレージ・ヘッド 

el-prim-sn02 10.133.41.81 パッシブ・ストレージ・ヘッド 

スタンバイ・サイト（OTD_B）のストレージ・アプライアンス 

ホスト名* Net0（IGB0）のIP IPoIB-vserver-shared-storageのIP コメント 

el-stby-sn01 10.143.47.78 
172.27.2.2 

アクティブ・ストレージ・ヘッド 

el-stby-sn02 10.143.47.79 パッシブ・ストレージ・ヘッド 

 

* すべてのホストのドメイン名はmyc.comです。 

16 



Oracleホワイト・ペーパー — Oracle Traffic Director向けディザスタ・リカバリ・ソリューション 

ストレージ・アプライアンスへの管理アクセスにはhttps://ipaddress:215というURLが使用されます。 

IPアドレス（またはホスト名）は、いずれかのストレージ・ヘッドに割り当てられるIPアドレス（またはホ
スト名）です。 

プライマリ・サイト（OTD_A）のZFSストレージのプロジェクトとシェア 

プロジェクト シェア マウント・ポイント マウントされるホスト 

OTDDR 

/export/otddr/admin-server /u01/otd_base vm-otd-admin-a 

/export/otddr/adminnode-1 /u01/otd_base vm-otd-1a 

/export/otddr/adminnode-2 /u01/otd_bas vm-otd-2a 

 

スタンバイ・サイト（OTD_B）のZFSストレージのプロジェクトとシェア 

プロジェクト シェア マウント・ポイント マウントされるホスト 

OTDDR 

/export/otddr/admin-server /u01/otd_base vm-otd-admin-b 

/export/otddr/adminnode-1 /u01/otd_base vm-otd-1b 

/export/otddr/adminnode-2 /u01/otd_base vm-otd-2b 

 

OTDセットアップに使用されたすべてのNFSマウントはNFSv4でした。NFSv4を使用するには、NISセット
アップの場合と同様に、前提条件を満たす必要がありますが、この前提条件については本書では説明しませ
ん。詳しくは、『Oracle Exalogic Elastic Cloudマシン・オーナーズ・ガイド』の「ExalogicでのNFSバージョ
ン4 (NFSv4)の構成」の項を参照してください。 

プロジェクトとシェアは、プライマリ・サイトからのスイッチオーバーまたはフェイルオーバー時のスト
レージ・リバーサルの後に、スタンバイ・ストレージ・アプライアンスで提供され、スタンバイ・サイトの
サーバーにマウント可能な状態になります。ストレージ・レプリケーション時には、プロジェクトとシェア
は、スタンバイ・ストレージ・アプライアンスでレプリカ・プロジェクトおよびシェアとして提供されます。 
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ソフトウェアの詳細 

本書のデプロイメントをテストするために、以下の製品を使用しました。追加パッチは必要ありませんでした。 

• Oracle Traffic Director 11.1.1.7 

• Oracle HTTP Server 11.1.1.7 

• Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12.1.0.3 

• Oracle Fusion Middlewareプラグイン12.1.0.4用Oracle Enterprise Manager（Oracle Site Guardプラグ
インを含む） 

ディザスタ･リカバリ操作の自動化のためにOracle Site Guardを使用しました。 

ネットワークの詳細 

本書のためにテストされたデプロイメントのネットワーク・トポロジでは、Exalogicの内部InfiniBand（IPoIB）
ネットワーク・ファブリックの優れた帯域幅とパフォーマンスが利用されています。Oracle Traffic Director
インスタンスとExalogicコンピュート・ノード（物理）または仮想環境のvServerにデプロイメントされるオ
リジン・サーバーとのすべての内部通信には、ExalogicのデフォルトIPoIBネットワークが使用されます。 

仮想サーバー 

仮想サーバー 仮想IP* サイト 

otd-vip-a.myc.com 10.133.235.50 プライマリ・サイト（OTD_A） 

otd-vip-b.myc.com 10.143.245.60 スタンバイ・サイト（OTD_B） 

 

* Oracle Traffic Directorフェイルオーバー・グループに割り当てられるEoIB（パブリック）のIPです。これら
の仮想IPは、OTD/VRRPによって管理され、ifconfigで明示的に有効にする必要はありません。 
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グローバル・サイト・セレクタ 

プライマリ・サイトで障害が発生し、スタンバイ・サイトが本番ロールを引き継ぐと、グローバル・サイ
ト・セレクタは、ユーザー・リクエストをスタンバイ・サイトに再ルーティングするために使用されます。
F5のBigIP Global Traffic Manager（GTM）やCiscoのGlobal Site Selector（GSS）などのグローバル・サイト・
セレクタも、（従来のDNSサーバーから解決プロセスをオフロードすることで）DNSサーバー解決を処理し
ます。 

各サイトのトポロジで示したように、'wcc.myc.com'は、インターネットからのエンドユーザー・アクセス
URLであり、アクティブ・サイトとスタンバイ・サイトの両方のフロントエンドとなります。アクティブ・
サイトは、DNS別名の'wcc.myc.com'を使用して、OTD_Aセットアップのフェイルオーバー・グループに割
り当てられるIPアドレスに解決される'otd-vip-a.myc.com'を指します。スタンバイ・サイト（OTD_B）は、
OTD_Bセットアップのフェイルオーバー・グループに割り当てられる仮想IPの‘otd-vip-b.myc.com’を持ちま
す。 

グローバル・サイト・セレクタがない場合、フェイルオーバーまたはスイッチオーバーは、'wcc.myc.com'
がスタンバイ・サイトの仮想IPの'otd-vip-b.myc.com'を指すようにDNSを更新する手動プロセスに依存しま
す。グローバル・サイト・セレクタがある場合は、'wcc.myc.com'が、手動操作なしに、現在アクティブな
サイトに自動的に解決されます。グローバル・サイト・セレクタは、各サイトのOTDセットアップの現在の
状態を認識することにより、この作業を自動実行します。そのため、DNS解決が即座に変更され、トラ
フィックが新しいプライマリ・サイトに再ルーティングされます。 

グローバル・サイト・セレクタの構成については、本書では説明しません。ただし、Oracle Traffic Director
デプロイメントの選択のためのグローバル・サイト・セレクタの構成については、ネットワーク管理者は、
次のガイドラインに従う必要があります。 

• Oracle Traffic Directorフェイルオーバー・グループに割り当てられる仮想IPのアドレス・レコードを
持つように企業全体にわたるDNSを構成します。 

• Oracle Traffic Directorサイト選択に使用されるグローバル・サイト・セレクタを信頼できる子ドメイ
ンとして追加することにより、リクエストをグローバル・サイト・セレクタに渡すように企業全体に
わたるDNSを構成します。 
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前提条件 

Oracle Traffic Director向けのディザスタ・リカバリ・ソリューションをセットアップするには、以下の前提
条件が満たされる必要があります。 

• ホストの準備 

 各サイトのOracle Traffic Directorデプロイメントのすべてのホストは、同じオペレーティング・
システム・バージョン（同じパッチおよびサービス・パックを使用）を実行する必要がありま
す。また、各サイトでは、すべてのホストが、同じサブネットを持つネットワークで使用でき
る必要があります。 

 このOracle MAA演習の場合は、すべてのホストが、オペレーティング・システムとしてOracle 
Linuxを実行します。フェイルオーバー・グループを構成するために使用されるホストで実行さ
れるKeepalivedプロセスを必要とするアプリケーションを持たないことにより、それらのどのホ
ストのKeepalivedプロセスもOracle Traffic Directorのみによって消費される必要があります。 

 本書の演習のようにZFSストレージ・ボリュームのNFSv4マウントをOracle Traffic Directorセッ
トアップに使用する場合は、ホストが適切なNIS設定を持つことを確認します。また、ホストで
のNIS設定に使用されるNISサーバーは、ZFS Storage ApplianceのNIS設定で使用されるNISサー
バーと同じである必要があります。 

 OTDインスタンスの同期化ベースのスタンバイ・ディザスタ・リカバリ・オプションの場合は、
サイト間でOTDインスタンスの変更を転送するために、各サイトの管理サーバー・ホスト上に
リモート同期ツールと時間ベースのスケジューラ・アプリケーションが存在している必要があ
ります。本書の演習では、Oracle Linuxで使用可能なrsyncおよびcronユーティリティが使用され
ました。 

• ストレージ構成 

 NIS設定が構成され、NISサービスが両方のサイトのZFS Storage Appliance上で起動されている
ことを確認します。これは、セットアップ全体で使用されているホスト上でNFSv4マウントを使
用するための要件です。 

 「ハードウェアの詳細」の項の「ZFSストレージのプロジェクトとシェア」の表に示されている
ように、すべてのシェアは、プライマリ・サイト（OTD_A）でのOracle Traffic Directorデプロイ
メントの前に、プライマリ・サイトのZFS Storage Appliance上に作成されている必要がありま
す。スタンバイ・サイトがローカルにインストールされて構成されるディザスタ・リカバリ・
シナリオの場合は、同じストレージ・プロジェクトおよびシェアを、スタンバイ・サイトのZFS 
Storage Appliance上に作成してください。 
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• ソフトウェア構成 

 Oracle Fusion Middlewareプラグインを備えたOracle Enterprise Manager Cloud Controlを、デプ
ロイメントの両方のサイトにアクセスできるように、企業Wide Area Network（WAN）内のどこ
かにインストールして、構成する必要があります。Oracle Traffic Directorセットアップを監視す
るためにOracle Enterprise Managerを使用することが推奨されますが、ディザスタ・リカバリ操
作を自動化するためにOracle Site Guardが使用されていない場合は必須ではありません。 

 Oracle Enterprise ManagerのManagement Agentをデプロイメント全体のすべてのホストにイン
ストールし、各ホストのManagement Agentがインストールされている格納場所がスタンバ
イ・サイトにレプリケートされないことを確認します。 

• ネットワークの準備 

 各サイトの1つの仮想IPアドレスを、Oracle Traffic Directorのフェイルオーバー・グループに使
用されるように割り当てます。このアドレスは、フェイルオーバー・グループ内のノードと同
じサブネットに属している必要があります。また、それらは、DNS解決可能であり、EoIBネット
ワークを介してアクセスできる必要があります。フェイルオーバー・グループの仮想IPが作成さ
れるネットワーク・インタフェースについて、すべての管理ノード・ホスト上のネットワー
ク・インタフェースと同じであることを確認してください。たとえば、フェイルオーバー・グ
ループがプライマリ・サイトのbond0 EoIBインタフェース上で作成される場合は、スタンバ
イ・サイトでbond0がEoIBインタフェースとして使用可能であることを確認します。これは、プ
ライマリ・サイトからスタンバイ・サイトへのフェイルオーバー・グループのスムーズな移行
のために必要です。 

 スタンバイ・サイトで、プライマリ・サイトのホスト名とプライマリ・サイトの仮想IPである
‘otd-vip-a.myc.com’が、対応するピア・システムのIPアドレスに解決されることを確認します。
これは、/etc/hostsファイルにホスト名の別名を作成することによってセットアップできます。
両方のディザスタ・リカバリ・デプロイメント・オプションについて、すべてのシステムおよ
び仮想IP名の別名が存在することを確認してください。 
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ZFSストレージ・レプリケーションベースのスタンバイ 

このソリューションでは、本番サイト（「プライマリ・サイト」とも呼ばれる）がアクティブ・モードにな
り、2番目のサイトがスタンバイ・サイトとしてパッシブ・モードで使用されます。Oracle Traffic Directorは、
プライマリ・サイトでのみインストールされ、構成されます。Oracle Traffic Directorセットアップ内のフェ
イルオーバー・グループの仮想IPは、プライマリ・サイトでのみ有効になり、各外部クライアントは、プラ
イマリ・サイトにルーティングされるトラフィックにのみアクセスできます。Oracle Traffic Directorセット
アップは、リモート・サイトにレプリケートされる共有ストレージ上に存在します。サイトで障害が発生す
るかメンテナンスが行われるときは、Oracle Traffic Directorバイナリと最新の構成データがスタンバイ・サ
イトで使用可能になります。すべてのOracle Traffic Directorバイナリ、構成データ、ログ、およびセキュリ
ティ・データは、Sun ZFS Storage Applianceのリモート・レプリケーション機能を使用してリモート・サイ
トにレプリケートされます。 

リモートでレプリケートされるスタンバイ・セットアップを使用することには、次のメリットがあります。 

• インストール、構成、パッチの適用、および更新を行う必要があるのは1つのサイトのみです。 

• プライマリ・サイトとスタンバイ・サイトの同期の維持が大幅に簡素化されます。 

常に1つのサイトだけをアクティブにできるこのディザスタ・リカバリ・シナリオでは、サイトがプライマ
リであると見なされるときに更新されるDNSエントリによって、アプリケーション・トラフィックが適切な
サイトに送信されます。スタンバイ・サイトは、フェイルオーバーの発生時にパフォーマンスが低下しない
ように、ハードウェアとネットワーク・リソースに関してプライマリ・サイトと同等である必要があります。
また、リモート・ストレージ・レプリケーションを処理するために、プライマリ・サイトとスタンバイ・サ
イトの間に十分なネットワーク帯域幅がある必要があります。 

両方のサイトのデプロイメントを監視するために、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlが使用されます。
このデプロイメントのディザスタ・リカバリ操作は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlのコンポーネ
ントであるOracle Site Guardによって自動化されます。 
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デプロイメント・トポロジ 

次のトポロジは、スタンバイ・サイトのホストがスタンバイ・モードであり、OTDプロジェクトおよびシェ
アが企業WANを介してリモート・レプリケートされるソリューション用です。 

 

図1-6：Oracle Traffic Directorディザスタ・リカバリ・トポロジ – ZFSストレージ・レプリケーションベース 
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構成のフロー 
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詳細な手順 

この項では、フローチャートで簡単に示されている、Oracle Traffic Directorディザスタ・リカバリ・セット
アップの手順について説明します。この構成では、ZFSストレージ・レプリケーションによるリモート・レ
プリケート・スタンバイ・サイトが使用されます。 

プライマリ・サイト（OTD_A）のセットアップ 

1. Oracle Traffic Directorのバイナリを、OTD_Aサイト（プライマリ・サイト）の各ホストにマウン
トされているZFSストレージ・ボリュームにインストールします。 

2. OTD_Aサイトで、各ホストに管理サーバーと管理ノードを作成し、起動します。OTDインスタン
スで、必要なリスナーおよびホスト・パターンを備えた仮想サーバーを持つ、新しく作成された
構成をデプロイします。OTDサーバー・インスタンスは、この段階で起動できます。 

Oracle MAA演習で使用されるOTD構成の詳細は、次のとおりです。 

 値 コメント 

構成 elv-wcc-config  

仮想サーバー elv-wcc-config  

ホスト wcc.myc.com このエントリは、外部クライアントによるア

クセスのために仮想サーバーによって提供さ

れるホスト名あるいはURLパターンのリスト

用です。 

HTTPリスナー・ポート 80  

HTTPリスナー・アドレス * IPアドレスを*に設定することにより、構成

内のHTTPリスナーが、ホストおよびその

ポート上のすべてのIPアドレスをリスニング

できるようになります。フェイルオーバー仮

想IPも、アクティブ・ホストで使用可能なIP

の一つです。 
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3. アクティブ-パッシブ高可用性モードのOracle Traffic Directorサーバー・インスタンスのフェイル
オーバー・グループを作成し、仮想IPの‘otd-vip-a.myc.com’をそのフェイルオーバー・グループ
に割り当てます。ルーターIDは、プライマリ・サイトのすべてのフェイルオーバー・グループに
わたって一意であり、スイッチオーバーまたはフェイルオーバー時には、スタンバイ・サイトで
も一意である必要があります。 
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4. OTD_Aサイトでインスタンスが使用可能であることを確認します。URL「wcc.myc.com」への外
部クライアント・アクセスを検証し、オリジン・サーバー（Oracle HTTP Serverインスタンス）
から取得される、対応するWebページをチェックしてください。これにより、OTD_Aがプライマ
リ・サイトとして正常に機能していることが確認されます。 

注：この段階で、OTD_Aセットアップのすべてのコンポーネントの起動および停止スクリプトを
準備します。これらのスクリプトは、後で、Oracle Traffic DirectorのためのOracle Site Guard構成
に使用されます。 

Oracle Traffic Directorのインストールおよび構成について詳しくは、Oracle Traffic Directorの『イ
ンストレーション・ガイド』および『管理者ガイド』を参照してください。 

ストレージ・レプリケーションの構成 

5. プライマリ・サイト（OTD_A）とスタンバイ・サイト（OTD_B）にあるOracle Exalogicラック内
のZFS Storage Appliance間のレプリケーション・トラフィックのためのストレージ・レプリケー
ション・チャネルを構成します。 

6. プライマリ・サイト（OTD_A）のZFS Storage Applianceで、プロジェクトOTDDRのリモート・
レプリケーションを連続レプリケーション・モードで構成して、有効にします。スナップショッ
トがレプリケーション・セットアップに含まれていることを確認してください。また、このプロ
ジェクトのレプリカおよびスナップショットがスタンバイ・サイトのZFS Storage Applianceに作
成されることを確認してください。この手順の作業は、ZFS Storage Appliance管理コンソール、
またはストレージILOMコンソールを使用して行うことができます。 

ZFSストレージ・レプリケーションについて詳しくは、『Sun ZFS Storageシステム管理ガイド』
の「Replication」の章を参照してください。 

 次のZFSリモート・レプリケーション・モードを使用できます。 

a. 連続レプリケーション 

b. 任意のOTD管理操作の後のオンデマンド・レプリケーション 

c. 一定間隔で実行される定期レプリケーション 

d. （b）と（c）の組合せ 

もっとも多くのケースに対応できるためオプション（d）が推奨されます。 

27 

http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66147/title.htm
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66147/title.htm
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E22471_01/html/820-4167/shares__projects__replication.html


Oracleホワイト・ペーパー — Oracle Traffic Director向けディザスタ・リカバリ・ソリューション 

スタンバイ・サイト（OTD_B）のインスタンス化 

7. スタンバイ・サイト（OTD_B）は、Oracle Site Guardによってディザスタ・リカバリのセット
アップおよび操作を構成するためにインスタンス化される必要があります。OTD_Bのインスタン
ス化のために、OTD_Aサイトから受け取ったスナップショットを使用して、OTD_BサイトのZFS 
Storage Appliance上のOTDプロジェクトOTDDRの‘OTDDRClone’という名のZFSクローンを作成し
ます。このクローンは、基本的に、OTD_Aのバイナリおよび構成を含んだボリュームを持つスタ
ンバイ・ストレージ・アプライアンス上のローカルZFSプロジェクトです。この作業は、ディザ
スタ・リカバリ構成手順の実行時に一度だけ行います。 

8. ローカルZFSプロジェクトOTDDRCloneをOTD_Bサイトのホストにマウントします。これにより、
OTD_Aデプロイメントからのインストール・バイナリ、構成、およびセキュリティ・データが
OTD_Bのホストで使用可能になります。 

9. プライマリ・サイトのホスト名とプライマリ・サイトの仮想IPである‘otd-vip-a.myc.com’が、ス
タンバイ・サイトの対応するピア・システムのIPアドレスに解決されることを確認します。これ
は、/etc/hostsファイルにホスト名の別名を作成することによってセットアップできます。 

10. OTD_Bで管理サーバー、ノード、およびインスタンスを起動します。OTD_Bデプロイメントのオ
リジン・サーバー（Oracle HTTP Serverインスタンス）も使用可能であることを確認してくださ
い。また、OTD_Bデプロイメントが外部クライアント・アクセスなしで動作していることを確認
してください。OTD_Bの管理コンソールへのアクセスは、OTD_Bを確認するためにクライアン
ト・マシンから別名付けされたホスト名を使用して内部ネットワークから実行されます。 
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注：この段階で、OTD_Bセットアップのすべてのコンポーネントの起動および停止スクリプトを
準備します。これらのスクリプトは、後で、Oracle Traffic DirectorのためのOracle Site Guard構成
に使用されます。起動および停止スクリプトについては、「付録」を参照してください。 

Oracle Traffic Director用のOracle Site Guardの構成 

11. Oracle Traffic Director用にOracle Traffic Directorを構成する前に、Oracle Enterprise Manager 
Cloud Controlが企業WAN内の同じ場所でセットアップされており、両方のOTDサイトのホスト
にアクセスできることを確認します。Oracle Enterprise Managerエージェントを両方のサイトの
各ホストにインストールし、すべてのホストをターゲットとして手動で追加します。 

12. 各サイトのすべてのホストのOracle Traffic Directorインスタンス・ホームで使用可能なSNMPサブ
エージェントを起動します。これは、SNMPによるOTDインスタンスのOracle EMCC監視のため
に必要であり、ディザスタ・リカバリ操作時にOracle Site Guardがインスタンスの可用性ステー
タスを構成するためにも必要です。SNMPサブエージェントは、Oracle Traffic Director管理コン
ソールまたはコマンドライン・スクリプトのいずれかから起動できます。 

 

SNMPサブエージェントは、コマンドライン・インタフェースから次のコマンドで起動すること
もできます。コマンドライン・インタフェースからのSNMPサブエージェントの起動には、OTD
管理者のユーザー資格証明は不要です。 

 

/u01/otd_base/otd_home/bin/tadm start-snmp-subagent --instance- 

home=/u01/otd_base/otd_instance 
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13. 次のスクリーンショットに示されているように、Target Typesフィールドで「Traffic Director」
を選択することによって、Oracle Traffic Director構成ターゲットをOracle Enterprise Manager 
Cloud Controlに追加します。 

 

次の図に示されているように、各サイトの管理サーバー・ホストの検索を実行することにより、
Oracle Traffic Directorデプロイメント（構成とインスタンスを含む）のターゲットが追加されま
す。管理ノード・ホストについては、ターゲットの個別の追加は不要です。 
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14. Oracle Site Guardによって各サイト用の汎用システムを作成します。この演習では、これらのサ
イトがOTD_AおよびOTD_Bと命名されています。次のOTD_Bサイトのスクリーンショットは、
汎用システムの作成手順を示しています。 

 

Oracle Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。「Targets」→「Systems」を選択
します。 

 

Systemsページが表示されたら、ドロップダウン・メニューから「Generic System」を選択して、
「Add」をクリックします。 
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Membersセクションで、目的のサイトについてOracle Traffic Director構成の正しいターゲットが
追加されていることを確認します。 

 

両方のサイトについて汎用システムを作成したら、Cloud Controlで各汎用システムについて表示
されるメンバーの数が実際のデプロイメントと同じであることを調べて、ディザスタ・リカバリ
操作にすべてのサイト・コンポーネントが含まれることを確認してください。 
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15. 両方のサイトの資格証明を作成して関連付けます。また、両方のサイトに対して前処理スクリプ
ト、後処理スクリプト、およびストレージ・スクリプトを作成して関連付けます。Oracle 
Enterprise Managerを使用して、両方のサイトに対してスイッチオーバーおよびフェイルオー
バー操作のためのOracle Site Guard操作を作成します。ストレージ・スクリプト、前処理スクリ
プト、後処理スクリプトのリストについては、本書の「付録」を参照してください。 

 

Oracle Site Guard操作の作成手順については、『Oracle Enterprise Managerライフサイクル管理
ガイド』の「Oracle Site Guardの使用方法」の項を参照してください。また、Oracle MAAホワイ
ト・ペーパー『Oracle Exalogic でのOracle Site Guard を使用したディザスタ・ リカバリの自動化』
を参照してください。 

16. Oracle Traffic Directorデプロイメントの両方のサイトについてOracle Site Guardの構成が完了した
ら、OTD_Bサイトを完全に停止させ、ZFSクローン・ボリュームOTDDRCloneを廃棄します。こ
の段階で、プロジェクトOTDDRのストレージ・レプリケーションがプライマリ・サイトのスト
レージ・アプライアンスでアクティブになっていることと、そのレプリカがスタンバイ・サイト
のストレージ・レプリケーションで使用可能であることを確認してください。これにより、
OTD_AサイトとOTD_Bサイトの間のディザスタ・リカバリ・セットアップが完了し、アクティブ
になっていることが確かめられます。 
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ディザスタ・リカバリ操作とテスト 

Oracle MAA演習では、次の操作が有効にされました。 

Site Guard操作 説明 

Switchover-to-OTD_B プライマリ・サイトからスタンバイ・サイトに操作をスイッチオーバーする 

Switchback-to-OTD_A スタンバイ・サイトからプライマリ・サイトに操作をスイッチバックする 

Failover-to-OTD_B プライマリ・サイトからスタンバイ・サイトに操作をフェイルオーバーする 

Fallback-to-OTD_A スタンバイ・サイトからプライマリ・サイトに操作をフェイルバックする 

 

どのディザスタ・リカバリ操作（スイッチオーバーまたはフェイルオーバー）についても、Oracle 
Enterprise Manager Cloud Controlを使用して操作計画を送信します。 

1. Oracle Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。「Targets」→「Systems」をク
リックします。 

2. Systemsページで、更新するシステムの名前をクリックします。 

3. システムのホームページで、「Generic System」メニューから、「Site Guard」、「Operations」
の順に選択します。Site Guard Operationsページが表示されます。 

4. Plan Name列に示されている計画をクリックします。 

5. 「Execute Operation」をクリックします。Confirmation画面が表示されます。 

6. Confirmation画面で「Run PreChecks」を選択します。「Yes」をクリックして操作計画を送信
します。 

実行するために送信されたOracle Site Guard操作計画は、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlから監視
できます。 

1. 「Targets」→「Systems」をクリックします。 
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2. Systemsページで、更新するシステムの名前をクリックします。 

3. システムのホームページで、「Generic System」メニューから、「Site Guard」、「Operations」
の順に選択します。Site Guard Operationsページが表示されます。 

4. 「Operation Activities」をクリックします。送信された操作計画のすべての実行を示す表が表示
されます。 

 

アクティビティ名をクリックすることにより、操作計画のアクティビティの詳細な手順とそのステータスを
監視できます。 
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Oracle MAA演習では、各サイトのOTDのトポロジが、OTD管理ノードのフェイルオーバー・グループを持っ
ています。スタンバイ・サイトへのスイッチオーバーまたはフェイルオーバーの実行後に、フェイルオー
バー・グループがアクティブになっていることとOTDインスタンスの高可用性が維持されていることを確認
するために、OTD_Bフェイルオーバー・グループの仮想IPへの外部トラフィックの再ルーティングの前に、
スタンバイ・サイトで次の手順を実行します。 

• 各 管 理 ノ ー ド ・ サ ー バ ー （ vm-otd-1b と vm-otd-2b ） の OTD INSTANCE_HOME/net-elv-wcc-
config/config/ディレクトリにあるkeepalived.confファイルを編集して、フェイルオーバー・グルー
プのVIPアドレスをotd-vip-b.myc.comに対応するIPアドレスと置き換えます。 

 注 ： こ の Oracle MAA 演 習 で 使 用 さ れ た Oracle Traffic Director の バ ー ジ ョ ン に つ い て は 、
keepalived.confファイルに、ファイルを変更しないというコメントがあっても、ファイルを編集す
ることに問題はありません。 

• 前の手順では、各管理ノード・インスタンスのkeepalived.confファイルが変更されるため、管理サー
バーの構成ストアと、管理ノードで実行された最新の変更との同期を維持することが重要です。
OTD_B管理サーバーから実行される次のコマンドにより、管理サーバーに格納される構成がそのすべ
てのインスタンスの構成と同期化されるまで、インスタンスの構成の変更に関するアラートが表示
されます。 

tadm> pull-config --config=elv-wcc-config vm-otd-1b 

tadm> deploy-config -f elv-wcc-config 

 両方のインスタンスが同一であるため、構成は、どちらの管理ノードからでも取得できます。 

 これらの同期手順について詳しくは、『Oracle Traffic Director管理者ガイド』の「管理サーバーと
ノード間の構成の同期化」の項を参照してください。 

36 

http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/config005.htm%23BABCEIIE
http://docs.oracle.com/cd/E50024_01/doc.11116/b66436/config005.htm%23BABCEIIE


Oracleホワイト・ペーパー — Oracle Traffic Director向けディザスタ・リカバリ・ソリューション 

また、tadmシェルの取得については、付録の「Oracle Traffic Directorのコマンドライン・インタ
フェースへのアクセス」の項を参照してください。 

• フェイルオーバー・グループのVIPアドレスの置換え作業が完了したら、OTD管理コンソールにログ
インして、OTDのすべてのコンポーネントのステータスを確認します。プライマリ・サイトのホスト
名はスタンバイ・サイトの対応するピア・システムのIPアドレスに解決されるため、管理サーバーの
自己署名証明書がスタンバイ・サイトのホストで有効になります。ホスト名の別名設定により、スタ
ンバイ・サイトで自己署名証明書を再作成しなくても、ブラウザまたはコマンドライン・インタ
フェースで管理サーバーに安全にアクセスできます。 

 OTD_Bサイトの管理コンソールは、次のように、管理サーバー・ホストのURLによってアクセスされ
ます。 

https://vm-otd-admin-b:8989 

 注：OTDインスタンスのレプリケートされたコンテンツにより、OTD_BのOTD管理コンソールに表
示される各種OTDコンポーネントの名前は、OTD_Aセットアップのものと同じになります。 

• スタンバイ・サイトへのスイッチオーバーまたはフェイルオーバーの実行時は、グローバル・サイ
ト・セレクタによってOTD_BのVIPアドレス（otd-vip-b.myc.com）のサービス可用性が実現されてい
ると、クライアント・トラフィックがスタンバイ・サイト（OTB_B）に再ルーティングされ、OTB_B
が新しいプライマリ・サイトとして完全に機能するようになります。本書の構成例で設定されている
ホスト・パターンセットに従って、次のエンドユーザーURLを確認してください。 

http://wcc.myc.com 

• ZFSストレージ・プロジェクトの後続のリモート・レプリケーションを、OTD_BサイトからOTD_Bサ
イトにセットアップできます。OTD_Aサイトへのスイッチバックまたはフェイルバックの手順につ
いては、本書では説明しません。 
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OTDインスタンス同期化ベースのスタンバイ 

このソリューションでは、Oracle Traffic Directorは、両方のサイト（プライマリとスタンバイ）にインス
トールされ、構成されます。各サイトのフェイルオーバー・グループの仮想IPが有効になります。ただし、
プライマリ・サイトがアクティブになっているときは、スタンバイ・サイトのフェイルオーバー・グループ
の仮想IPがアクティブになっており、有効になっていても、すべての外部クライアント・アクセス・トラ
フィックが、プライマリ・サイトのフェイルオーバー・グループの仮想IPにのみルーティングされます。こ
のサイト選択は、企業DNSおよびグローバル・サイト・セレクタによって制御されます。フェイルオーバー
またはスイッチオーバーが必要になると、グローバル・サイト・セレクタは、すでに構成され、有効になっ
ているスタンバイ・サイト（OTD_B）のOracle Traffic Directorセットアップにトラフィックをシームレスに
送信します。この作業は、プライマリ・サイト（OTD_A）のOracle Traffic Directorインスタンスの現在の状
態を認識するグローバル・サイト・セレクタによって、自動的に実行されます。 

プライマリ・サイトのOTD構成にどのような変更が加えられても、両方のサイトの管理サーバー・ホストの
OTD INSTANCE_HOMEディレクトリを同期させることにより、スタンバイ・サイトでの同期が維持されます。
これは、ほとんどのUNIXベースのオペレーティング・システムで提供されている安全で信頼性の高い任意の
リモート同期アプリケーション（rSyncなど）を使用することによって実現できます。同期プロセスは、時
間ベースのジョブ・スケジューラ（Cronユーティリティなど）を使用することによって、定期的に実行され
るようにスケジュール設定できます。 

スタンバイ・サイトでは、スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの実行時に、最新の構成が、管理ノー
ドで動作する必要なインスタンスにデプロイされます。構成デプロイメントは、ディザスタ・リカバリ操作
時の管理者によって実行されるタスクの一つです。どの新しいデプロイメントの前にも、以前のローカル構
成が、バックアップ構成として保存されます。 

OTDインスタンス同期化ベースのスタンバイを使用することには、次のメリットがあります。 

• 障害から短時間でリカバリできます。RTOが短くなります。 

• Oracle Traffic Directorセットアップは、プライマリ・サイトとして、OTD構成のホスト・パターンの
異なる別のデプロイメントで共有できます。 

• 専用のZFSストレージ・レプリケーション・チャネルは不要です。 
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デプロイメント・トポロジ 

次のトポロジは、各サイトが独立したOracle Traffic Directorセットアップを実行し、プライマリ・サイトで
行われる任意のOTD構成の変更によってスタンバイ・サイトが常に更新されるソリューション用です。 

 

図1-7：Oracle Traffic Directorディザスタ・リカバリ・トポロジ – OTDインスタンス同期化ベース 
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構成のフロー 
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詳細な手順 

この項では、フローチャートで簡単に示されている、Oracle Traffic Directorディザスタ・リカバリ・シナリ
オのために実行される手順について説明します。この構成では、スタンバイ・サイトがローカルに構成され、
OTD_Aから構成の変更を受信すると手動で更新されます。 

プライマリ・サイト（OTD_A）のセットアップ 

1. Oracle Traffic Directorのバイナリを、OTD_Aサイト（プライマリ・サイト）の各ホストにマウン
トされているZFSストレージ・ボリュームにインストールします。 

2. OTD_Aサイトで、各ホストに管理サーバーと管理ノードを作成します。アクティブ-パッシブ高
可用性モード のOracle Traffic Director インスタンスを 作成して構成 し、仮想IPの ‘otd-vip-
a.myc.com’をOTD_Aのフェイルオーバー・グループに割り当てます。OTDインスタンスに、必要
なリスナーおよびホスト・パターン（たとえば、本書の演習で使用される‘wcc.myc.com’）を備
えた、新しく作成された構成をデプロイします。 

3. OTD_AサイトでOracle Traffic Directorセットアップのすべてのコンポーネントを起動します。 

4. OTD_Aについて、URL「wcc.myc.com」への外部クライアント・アクセスを検証し、オリジン・
サーバー（Oracle HTTP Serverインスタンス）からフェッチされる、対応するWebページを
チェックします。これにより、OTD_Aがプライマリ・サイトとして正常に機能していることが確
認されます。外部クライアント・アクセスは、企業DNSおよびグローバル・サイト・セレクタで
制御されます。 

スタンバイ・サイト（OTD_B）のインスタンス化 

1. Oracle Traffic Directorのバイナリを、OTD_Bサイト（プライマリ・サイト）の各ホストにマウン
トされているZFSストレージ・ボリュームにインストールします。 

2. プライマリ・サイトのホスト名が、スタンバイ・サイトの対応するピア・システムのIPアドレス
に解決されることを確認します（仮想IPホスト名を含む）。 
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3. プライマリ・サイトの管理サーバーと管理ノードのOTD INSTANCE_HOMEを、スタンバイ・サイ
トの各システムにリモート同期させます。スタンバイ・サイトのINSTANCE_HOMEで同じディレ
クトリ構造が維持されていることを確認します。管理ノードのINSTANCE_HOMEの同期化は、ス
タンバイ・サイトのインスタンス化の実行時に一度だけ実行されます。この項の後の手順で説明
するように、OTD_Aでの以降のすべての変更は、管理サーバーのみのOTD INSTANCE_HOMEの継
続的同期によってOTD_Bに転送されます。 

4. OTD_Bサイトで、管理サーバー、管理ノード、およびサーバー・インスタンスを起動します。
OTD_Bサイトのフェイルオーバー・グループの仮想IP（‘otd-vip-b.myc.com’）がアクセス可能で
あることを確認します。 

注：フェイルオーバー・グループについて本書で前述したネットワークの前提条件が満たされてい
ることを確認してください。各サイトのフェイルオーバー・グループについて、一意のルーターID
とEoIBのIPのネットワーク・インタフェースが同じである必要があります。 

OTD_AサイトとOTD_Bサイトの同期化 

5. OTD_BセットアップをOTD_Aのスタンバイとして使用するには、OTD_Aのアクティブな構成が
OTD_B と 同 期 し て い る 必 要 が あ り ま す 。 こ れ は 、 OTD_A と OTD_B の 管 理 サ ー バ ー の OTD 
INSTANCE_HOMEを同期化することで実現されます。ホストのプラットフォームで使用可能な、
安全で信頼性の高い任意の同期ツールおよび時間ベースのスケジューラを使用できます。 

Oracle MAA演習では、これが、管理サーバー・ホストのオペレーティング・システムからSSHを
介してrsyncを使用することによって実現されています。また、演習では、リモート同期が、一
方向に設定され、定期的に実行されるようにcron（Linuxオペレーティング・システムで使用可
能なスケジューラ）によってスケジュール設定されています。これはスケジュール設定された
ジョブとなるため、SSHを使用してユーザー等価関係をセットアップして、パスワードの入力が
必要なリモート同期を有効にします。 
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次のコマンドは、OTD_Aの管理サーバー・ホストのcronジョブとして実行されます。 

# rsync -avz -e ssh /u01/otd_base/otd_instance/root@vm-otd-admin-
b:/u01/otd_base/otd_instance/ 

6. 前の同期化手順により、スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの実行時に、OTD_Aサイトの
インスタンスから転送された変更を管理ノードで動作するOTD_Bサーバー・インスタンスに公開
する準備ができています。これらの構成変更のデプロイメントは、次の「ディザスタ・リカバリ
操作とテスト」の項で説明するように、管理サーバー・ホストからのCLIコマンド（deploy-
config）によって実行されます。 
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ディザスタ・リカバリ操作とテスト 

ZFS ス ト レ ー ジ ・ レ プ リ ケ ー シ ョ ン ・ デ ィ ザ ス タ ・ リ カ バ リ ・ オ プ シ ョ ン と 同 様 に 、 こ の OTD 
INSTANCE_HOME同期ディザスタ・リカバリ・オプションでは、各サイトのOTDのトポロジが、OTD管理
ノードのフェイルオーバー・グループを持っています。フェイルオーバー・グループがアクティブになるた
めに、またスタンバイ・サイトのOTDインスタンスの高可用性を実現するために、OTD_Bフェイルオー
バー・グループの仮想IPへの外部トラフィックの再ルーティングの前に、次の手順を実行します。 

• 各 管 理 ノ ー ド ・ サ ー バ ー （ vm-otd-1b と vm-otd-2b ） の OTD INSTANCE_HOME/net-elv-wcc-
config/configディレクトリにあるkeepalived.confファイルを編集して、フェイルオーバー・グループ
のVIPアドレスをotd-vip-b.myc.comに対応するIPアドレスと置き換えます。 

 注 ： こ の Oracle MAA 演 習 で 使 用 さ れ た Oracle Traffic Director の バ ー ジ ョ ン に つ い て は 、
keepalived.confファイルに、ファイルを変更しないというコメントがあっても、ファイルを編集す
ることに問題はありません。 

• 前の手順では、各管理ノード・インスタンスのkeepalived.confファイルが変更されるため、管理サー
バーの構成ストアと、管理ノードで実行された最新の変更との同期を維持することが重要です。
OTD_B管理サーバーから実行される次のコマンドにより、管理サーバーに格納される構成がそのすべ
てのインスタンスの構成と同期化されるまで、インスタンスの構成の変更に関するアラートが表示
されます。 

tadm> pull-config --config=elv-wcc-config vm-otd-1b 

tadm> deploy-config -f elv-wcc-config 

両方のインスタンスが同一であるため、構成は、どちらの管理ノードからでも取得できます。 

これらの同期手順について詳しくは、『Oracle Traffic Director管理者ガイド』の「管理サーバー
とノード間の構成の同期化」の項を参照してください。 
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また、tadmシェルの取得については、付録の「Oracle Traffic Directorのコマンドライン・インタ
フェースへのアクセス」の項を参照してください。 

• スタンバイ・サイトへのスイッチオーバーまたはフェイルオーバーの実行時は、グローバル・サイ
ト・セレクタによってOTD_BのVIPアドレス（otd-vip-b.myc.com）のサービス可用性が実現されてい
ると、クライアント・トラフィックがスタンバイ・サイト（OTB_B）に再ルーティングされ、OTB_B
が新しいプライマリ・サイトとして完全に機能するようになります。トラフィックの再ルーティング
のメカニズムは、本書の「ネットワークの詳細」の項で説明したもの、およびリモート・レプリケー
ト・スタンバイ・サイトのディザスタ・リカバリ・シナリオのものと同じです。 

 OTD_Bサイトの管理コンソールは、次のように、管理サーバー・ホストのURLによってアクセスされ
ます。 

 https://vm-otd-admin-b:8989 

 本書の構成例で設定されているホスト・パターンセットに従って、次のエンドユーザーURLを確認し
てください。 

 http://wcc.myc.com 

• OTD_B管理サーバーから次のdeploy-configコマンドを実行することより、OTD_Aサイトから受信さ
れる後続のすべての変更を、OTD_Bの管理ノードで動作するすべてのOTDサーバー・インスタンスに
公開します。 

tadm> deploy-config -f elv-wcc-config 

• OTD_B管理コンソールから、OTD_Bでの最新の構成変更を確認します。 
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ディザスタ・リカバリのOracle MAAベスト・プラクティス 

1. スタンバイ・サイトを定期的にテストすることが推奨されます。これにより、両方のサイトで障
害のリスクが軽減されます。スタンバイ・サイトのテストでは、スタンバイ・サイトのロールを
現在のプライマリ・サイトと切り替えます。 

a. サイト・スイッチオーバーの手順に従って、スタンバイ・サイトを新しいプライマリ・サイ

トにスイッチオーバーします。 

b. テストが完了したら、サイト・スイッチバックの手順に従って、ロールを切り替えます。 

定期的なテストによって、プライマリ・サイトとスタンバイ・サイトの両方が完全に機能してい
ることを確認することで、両方のサイトで障害のリスクが軽減されます。また、スイッチオー
バーとスイッチバックの手順も確認します。 

2. 同じプロジェクト内にプロジェクト・レベルのレプリケーションとシェア・レベルのレプリケー
ションを構成しないようにします。 

3. 以下の場合、プロジェクトとシェアに定期レプリケーション・モードを使用します。 

a. データ変更の頻度が低い。 

b. リカバリ・ポイント目標の値が定期レプリケーション期間内に収まる。 

4. 以下の場合、プロジェクトとシェアに連続レプリケーション・モードを使用します。 

a. スタンバイ・サイトをプライマリ・サイトのできるだけ近くに配置する必要がある。 

b. リカバリ・ポイント目標の値が数秒間の範囲内にあり、データ損失がほとんど許されない、

非常に重要な性質のデータである。 

5. ターゲット・サイトでスナップショットとクローンを使用して、環境のバックアップ、テスト、
および開発時の負荷を軽減できます。 

6. ローカルのスタンバイ・サイト（データセンター内のディザスタ・リカバリ）を構成する場合、
レプリケーション・チャネルのSSLを無効にすることを検討します。暗号化アルゴリズムを解除
すると、レプリケーションのスループットが向上します。 

7. Wide Area Networkでレプリケーションを実行する場合は、常にSSLを有効にします。 
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結論 

このOracle MAA演習で確認されたように、Oracle Traffic Directorは、組込み型の高可用性によるハイエンド
のレイヤー7ロードバランシング機能を提供し、InfiniBandファブリックを活用して効率的なスループットを
実現します。また、マルチサイトの可用性を実現するように機能を拡張できます。本書で説明したディザス
タ・リカバリ・オプションは、地理的に分散した企業デプロイメントのOracle Traffic DirectorベースのWeb
層およびロードバランシング機能を最大限に活用するために不可欠です。企業のデプロイメント要件に基づ
いて、いずれかのオプションを使用できます。本書では、さまざまなディザスタ・リカバリ操作の構成手順
に重点が置かれています。 
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付録 

使用されているZFSストレージ・スクリプト 

このデプロイメントのストレージ・スクリプトはすべてOracle Site Guardにバンドルされており、変更せず
に使用されています。次の表に、使用されているバンドル・ストレージ・スクリプトを示します。 

スクリプト名 目的 

zfs_storage_role_reversal.sh ストレージのロール・リバーサルをトリガーする、トップ・レベルのシェル・スクリプト。

必要に応じて、このスクリプトで他のAKSHアクション・スクリプトを起動する。 

retrieve_actionid_and_validate_source.aksh レプリケーション・アクションを取得し、プロジェクトおよびソース・プールが存在するこ

とを確認する。 

retrieve_sourceid_and_validate_target.aksh レプリケーション・ソースを取得し、パッケージおよびターゲット・プールが存在すること

を確認する。 

validate_last_sync_source.aksh ソース・アプライアンスで同期が少なくとも1回実行されたことを確認する。 

validate_last_sync_target.aksh ターゲット・アプライアンスで同期が少なくとも1回実行されたことを確認する。 

retrieve_replication_properties_source.aksh ソース・アプライアンスのすべてのレプリケーション・プロパティを取得する。 

sync_project_source.aksh ストレージ・ロール・リバーサルの実行前に同期を実行する。 

break_replication_source.aksh ロール・リバーサルの実行前にレプリケーションを中断する。 

role_reverse_storage_target.aksh ターゲット・アプライアンスで実際のリバーサルを実行する。 

 

ストレージ・スクリプトで渡される各種オプションとその説明については、『Oracle Enterprise Managerラ
イフサイクル管理ガイド』の「ストレージ・スクリプトの作成」の項を参照してください。 
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シェアのマウント 

次のスクリプトにより、すべてのNFSシェアがマウントされます。このスクリプトは、各サイトのセット
アップのすべてのノードについて、1つのノードから実行されます。 

/home/oracle/sg_scripts/mount_umount.sh -o mount -f /u01/app/ora_base 

シェアのアンマウント 

次のスクリプトにより、すべてのNFSシェアがアンマウントされます。このスクリプトは、各サイトのセッ
トアップのすべてのノードについて、1つのノードから実行されます。 

/home/oracle/sg_scripts/mount_umount.sh -o umount -f /u01/app/ora_base 
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Oracle Site Guard構成用のカスタムの前処理スクリプトと後処理スクリプト 

OTD用のOracle Site Guardの構成では、前処理スクリプトおよび後処理スクリプトと以下のスクリプトが使
用されました。これらは、OTD管理サーバー、管理ノード、インスタンス、およびSNMPサブエージェント
の起動および停止スクリプトです。これらのスクリプトは各ホストにあり、Oracle Site Guardによって、
Oracle Enterprise Managerで設定される資格証明フレームワークを使用してこれらのホストにログインする
ことにより実行されます。 

本書の演習では、OTDコンポーネントの起動および停止にrootユーザーが使用されましたが、適切な特権を
持つroot以外の任意のユーザーでもOTDコンポーネントをインストールして起動できます。ストレージ・ス
クリプトを実行するには、Oracle Enterprise Managerの資格証明フレームワークで設定されたZFS Storage 
Applianceの資格証明が使用されます。 

 

startAS.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-admin-aとvm-otd-admin-b）
の管理サーバーを起動するために使用されます。 

# startAS.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/startserv 
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stopAS.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-admin-aとvm-otd-admin-b）
の管理サーバーを停止するために使用されます。 

# stopAS.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/stopserv 

startAN1.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-1aとvm-otd-1b）の最初の
管理ノードを起動するために使用されます。 

# startAN1.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/startserv 

stopAN1.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-1aとvm-otd-1b）の最初の
管理ノードを停止するために使用されます。 

# stopAS.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/stopserv 

startAN2.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-2aとvm-otd-2b）の2番目の
管理ノードを起動するために使用されます。 

# startAN2.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/startserv 

stopAN2.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-2aとvm-otd-2b）の2番目の
管理ノードを停止するために使用されます。 

# stopAN2.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/admin-server/bin/stopserv 
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startAN1_IN1.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-1aとvm-otd-1b）の最初の
管理ノードのOTDインスタンスを起動するために使用されます。 

# startAN1_IN1.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/net-elv-wcc-config/bin/startserv 

stopAN1_IN1.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-1aとvm-otd-1b）の最初の
管理ノードのOTDインスタンスを停止するために使用されます。 

# stopAN1_IN1.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/net-elv-wcc-config/bin/stopserv 

startAN2_IN2.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-2aとvm-otd-2b）の2番目の
管理ノードのOTDインスタンスを起動するために使用されます。 

# startAN2_IN2.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/net-elv-wcc-config/bin/startserv 

stopAN2_IN2.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_Bサイトのホスト（それぞれ、vm-otd-2aとvm-otd-2b）の2番目の
管理ノードのOTDインスタンスを停止するために使用されます。 

# stopAN2_IN2.sh 
/u01/otd_base/otd_instance/net-elv-wcc-config/bin/stopserv 

startSNMP.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_BサイトのすべてのホストのSNMPサブエージェントを起動するた
めに使用されます。これは、Oracle Enterprise Managerエージェントが各ホストのOracle Traffic Director構成
を監視するために必要です。 

# startSNMP.sh 
/u01/otd_base/otd_home/bin/tadm start-snmp-subagent --instance- home=/u01/otd_base/otd_instance 
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stopSNMP.sh 

このスクリプトは、OTD_AサイトとOTD_BサイトのすべてのホストのSNMPサブエージェントを停止するた
めに使用されます。 

# stopSNMP.sh 
/u01/otd_base/otd_home/bin/tadm stop-snmp-subagent --instance- 
home=/u01/otd_base/otd_instance 

Oracle Traffic Directorのコマンドライン・インタフェースへのアクセス 

Oracle Traffic Directorのコマンドライン・インタフェース（CLI）には、次のように、ORACLE_HOME/bin
ディレクトリからtadmコマンドを実行することによってアクセスできます。 

./tadm [subcommand] --user=admin_user --host=adminserver_host [-- password-file=path_to_file] 
 --port=adminserver_port 

 

CLIは、パスワードベースの認証を使用して管理サーバーへのアクセスを許可します。--password-fileオプ
ションが指定されていない場合は、管理者ユーザー・パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。
パスワードを入力すると、指定されたサブコマンドが実行されます。 

tadmコマンドは、Oracle Traffic Directorのすべての機能の設定を作成、表示、更新、および管理するための
一連の包括的なサブコマンドをサポートします。 

サブコマンドを指定せずにtadmコマンドを使用すると、CLIのシェル・モードが取得されます。このシェ
ル・モードでは、管理サーバーに接続するためのオプション（ユーザー、ホスト、ポート、およびパスワー
ド）が事前に指定されており、毎回接続オプションを指定しなくても、個々のサブコマンドを実行できます。 
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用語 

次の表に、Oracle Traffic Director関連の用語を示します。 

用語 説明 

構成 Oracle Traffic Directorインスタンスの実行時の動作を決定する一連の構成可能な要素（メタデータ）です。 

一般的な構成には、リクエスト、およびリクエストの送信先となる、バックエンド内のサーバーについての

情報とOracle Traffic Directorがリスニングするリスナーの定義（IPアドレスとポートの組合せ）が含まれま

す。Oracle Traffic Directorは、Oracle Traffic Directorインスタンスの起動時およびクライアント・リクエス

トの処理中に構成を読み取ります。 

インスタンス 構成からインスタンス化され、管理ノードにデプロイされるOracle Traffic Directorサーバーです。 

フェイルオーバー・グループ 2つのOracle Traffic Directorインスタンスが仮想IPアドレス（VIP）ごとにグループ化され、アクティブ-パッ

シブ・モードで高可用性を提供します。リクエストはVIPで受信され、プライマリ・インスタンスとして指

定されたOracle Traffic Directorインスタンスにルーティングされます。プライマリ・インスタンスにアクセ

スできない場合、リクエストはバックアップ・インスタンスにルーティングされます。 

アクティブ-アクティブ・フェイルオーバーの場合、2つのフェイルオーバー・グループが必要となり、それ

ぞれ一意のVIPを持ちますが、両方ともプライマリ・ロールとバックアップ・ロールが逆となる同じノード

で構成されています。フェイルオーバー・グループ内の各インスタンスは、一方のVIPのプライマリ・イン

スタンスともう一方のVIPのバックアップ・インスタンスに指定されます。 

管理サーバー Oracle Traffic Director構成の作成と管理、管理ノード上へのインスタンスのデプロイ、およびこれらのイン

スタンスのライフサイクルの管理に使用できる管理コンソールとコマンドライン・インタフェースをホスト

するために特に構成されたOracle Traffic Directorインスタンスです。Oracle Traffic Director構成のインスタ

ンスを管理サーバーにデプロイできることに注意してください。この意味で、管理サーバーは、管理ノード

としても機能できます。 

管理ノード リモート管理サーバーに登録されるように特別に構成されたOracle Traffic Directorインスタンスです。ホス

トで動作する管理ノードは、リモート管理サーバーのエージェントとして機能し、管理サーバーによるホス

トで動作するインスタンスの管理を支援します。 

各ノード上では構成のインスタンスを1つのみデプロイできることに注意してください。 
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INSTANCE_HOME 

 
ユーザーが選択したディレクトリであり、Oracle Traffic Directorインスタンスに関連する構成データおよび

バイナリ・ファイルが格納される管理サーバーまたは管理ノード上の場所です。 

ORACLE_HOME Oracle Traffic Directorバイナリのインストール先としてユーザーに選択されたディレクトリです。 

管理コンソール Oracle Traffic Directorインスタンスの作成、デプロイ、および管理に使用できる、管理サーバー上のWebベー

スのグラフィカル・ユーザー・インタフェースです。 

クライアント HTTP、HTTPS、およびTCPリクエストをOracle Traffic Directorインスタンスに送信する任意のエージェン

ト（たとえば、ブラウザまたはアプリケーション）です。 

オリジン・サーバー バックエンドのサーバーであり、Oracle Traffic Directorはクライアントから受信したHTTP、HTTPS、およ

びTCPリクエストをこのサーバーに転送し、クライアント・リクエストに対するレスポンスをこのサーバー

から受信します。オリジン・サーバーとして、Oracle WebLogic Server管理対象サーバー・インスタンスの

ようなアプリケーション・サーバー、Webサーバーなどを使用できます。 

オリジン・サーバー・プール Oracle Traffic Directorを使用してロードバランシングを行うことができる、同じアプリケーションまたは

サービスをホストするオリジン・サーバーの集合です。Oracle Traffic Directorは、オリジン・サーバー・

プールに対して指定されたロード分散方法に基づいて、プール内にある各サーバーにクライアント・リクエ

ストを分散させます。 

仮想サーバー 一意のIPアドレス（またはホスト名）とポートの組合せを提供するOracle Traffic Directorサーバー・インスタ

ンス内の仮想エンティティであり、これを通じてOracle Traffic Directorは1つ以上のドメインのリクエストを処

理できます。ノード上のOracle Traffic Directorインスタンスには、複数の仮想サーバーを含めることができま

す。管理者は、仮想サーバーごとに最大着信接続数などの設定を構成できます。また、各仮想サーバーのリク

エスト処理方法をカスタマイズすることもできます。 
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次の表に、ディザスタ・リカバリ関連の用語を示します。 

用語 説明 

ディザスタ・リカバリ アプリケーションやデータを地理的に離れたスタンバイ・サイトにフェイルオーバーするリカバリ戦略の策

定により、自然災害や計画外停止からプライマリ・サイトを保護する機能。 

トポロジ Oracle Fusion Middlewareのディザスタ・リカバリ・ソリューションを構成する、プライマリ・サイトとス

タンバイ・サイトのハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネント。 

サイトのフェイルオーバー プライマリ・サイトの計画外停止時間などのために、プライマリ・サイトが突然使用できなくなった場合

に、現行のスタンバイ・サイトを新しいプライマリ・サイトにするプロセス。 

サイトのスイッチオーバー プライマリ・サイトとスタンバイ・サイトのロールを切り替えるプロセス。スイッチオーバーは、現行のプ

ライマリ・サイトでの計画的な操作です。スイッチオーバー時には、現行のスタンバイ・サイトが新しいプ

ライマリ・サイトになり、現行のプライマリ・サイトが新しいスタンバイ・サイトになります。 

サイトのスイッチバック 新しいプライマリ・サイト（元のスタンバイ・サイト）と新しいスタンバイ・サイト（元のプライマリ・サ

イト）のロールを切り替えるプロセス。スイッチバックは、スイッチオーバー後に適用できます。 

サイトのインスタンス化 プライマリ・サイトとスタンバイ・サイトがOracle Traffic Directorのディザスタ･リカバリに有効であること

を確認した後で、スタンバイ・サイトのトポロジを作成し、スタンバイ・サイトとプライマリ・サイトを同

期して整合するプロセス。 

サイトの同期 プライマリ・サイトで行われた変更を、スタンバイ・サイトに適用するプロセス。たとえば、プライマリ・

サイトに新しいアプリケーションがデプロイされた場合は、同期を実行してスタンバイ・サイトに同じアプ

リケーションをデプロイする必要があります。 

リカバリ・ポイント目標（RPO） 障害発生時にデータをリストアできる最新の時点。たとえば、RPOが6時間の場合は、システムを6時間前の

状態までリストアすることが可能です。 

リカバリ時間目標（RTO） 障害からのリカバリに必要な時間。通常は、システムなしで対応できる時間によって決まります。 
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次の表に、Sun ZFS Storage Appliance関連の用語を示します。 

用語 説明 

ソース レプリケーション元のサイト。通常は、プライマリ・サイトです。 

ターゲット レプリケーション先のサイト。通常、スタンバイ・サイトです。ターゲットでは、1つまたは複数のSun ZFS 

Storage Applianceから、1つまたは複数のパッケージを受信できます。Oracle Fusion Middlewareインフラス

トラクチャでは、ターゲット・サイトはスタンバイ・サイトを指します。 

レプリカまたはパッケージ ターゲット・サイトにあるプロジェクトのレプリケートされたコピー。直接アクセスすることはできませ

ん。レプリカにアクセスするには、レプリカのクローニングを実行する必要があります。クローンにアクセ

スして読取り/書込み操作を実行できます。 

スナップショット シェアの読取り専用ポイント・イン・タイム・コピー。シェアのロールバックやクローンの作成に使用され

ます。 

クローン スナップショットの読取り/書込み可能なコピー。1つのスナップショットから、シェアの1つまたは複数のク

ローンが作成されます。 

レプリカのエクスポート ターゲットのレプリカにアクセスするプロセス。新しいプロジェクトが作成されます。クローニングされた

プロジェクトでは、すべてのシェア、スナップショット、およびクローンなどにアクセスできます。 

ロール・リバーサル レプリケーション方向を逆にすること。パッケージを「ソースからターゲット」ではなく、「ターゲットか

らソース」にレプリケートすることです。 
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